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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　３次元の医用画像データであるボリュームデータに基づく、分岐を有する管腔の形状が
描出された管腔画像を生成する管腔画像生成部と、
　前記分岐を有する管腔の形状に基づいて、複数の走行線を生成する走行線生成部と、
　前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像における視点の移動経路を示す前記複数の走行
線を、前記管腔画像に重畳した合成画像を生成する画像合成部と、
　前記合成画像を所定の表示部に表示させる制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記管腔の走行線に沿って視点を移動することにより仮想内視鏡画像が
動画表示された走行線の範囲と仮想内視鏡画像が動画表示されていない走行線の範囲とを
識別可能とする描画を行なうように、前記画像合成部を制御し、
　前記複数の走行線の中で指定された走行線に沿って、前記分岐を有する管腔の仮想内視
鏡画像を前記所定の表示部で表示させ、
　仮想内視鏡画像の表示中に、操作者から指定された仮想内視鏡画像の生成に用いられた
視点の位置を含む断面で前記ボリュームデータを切断した断面画像に印を表示させ、かつ
、前記合成画像において当該視点の位置に対応する走行線上の位置に印を表示させる、医
用画像診断装置。
【請求項２】
　前記ボリュームデータは、乳腺に関する３次元の医用画像データである、請求項１に記
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載の医用画像診断装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記複数の走行線の全てで仮想内視鏡画像が表示されていない状態で、
操作者から終了要求を受け付けた場合、警告を表示させる、請求項１又は２に記載の医用
画像診断装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記複数の走行線の中で指定された走行線の範囲を用いて、前記分岐を
有する管腔の仮想内視鏡画像を前記所定の表示部で表示させることを特徴とする請求項１
～３のいずれか一つに記載の医用画像診断装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記合成画像の走行線上において、現時点で表示されている仮想内視鏡
画像の生成に用いられた視点の位置を識別可能とする描画を行なうように、前記画像合成
部を制御することを特徴とする請求項１～４のいずれか１つに記載の医用画像診断装置。
【請求項６】
　前記制御部は、現時点で表示されている仮想内視鏡画像の生成に用いられた視点と、前
記管腔が有する複数の分岐点との位置関係を識別可能とする描画を、当該仮想内視鏡画像
において行なうように制御する、請求項１～５のいずれか１つに記載の医用画像診断装置
。
【請求項７】
　前記制御部は、前記印が操作者により指定された場合、当該印を含む所定の範囲の走行
線を用いた仮想内視鏡画像群を表示させる、請求項１～６のいずれか一つに記載の医用画
像診断装置。
【請求項８】
　前記制御部は、視点の移動経路に沿って視点位置を往復して移動させることで仮想内視
鏡画像を表示させるとともに、往路と復路とで視線方向を反転させる、又は、往路と復路
とで視線方向を同一とさせる、請求項１～７のいずれか１つに記載の医用画像診断装置。
【請求項９】
　仮想内視鏡画像を生成する仮想内視鏡画像生成部、
　を更に備え、
　前記制御部は、表示の要求を受け付けた場合に、当該要求に該当する仮想内視鏡画像群
を、前記ボリュームデータから前記仮想内視鏡画像生成部に生成させる、請求項１～８の
いずれか１つに記載の医用画像診断装置。
【請求項１０】
　仮想内視鏡画像を生成する仮想内視鏡画像生成部、
　を更に備え、
　前記仮想内視鏡画像生成部は、前記複数の走行線それぞれを用いて表示される仮想内視
鏡画像群を予め生成して、所定の記憶部に格納し、
　前記制御部は、表示の要求を受け付けた場合に、当該要求に該当する仮想内視鏡画像群
を前記所定の記憶部から選択して前記所定の表示部に表示させる、請求項１～９のいずれ
か１つに記載の医用画像診断装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記指定された走行線に沿って、前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画
像を前記所定の表示部で動画表示させる、請求項１～１０のいずれか１つに記載の医用画
像診断装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、操作者が入力装置を用いて行なった操作に応じて、前記指定された走行
線に沿って視点の位置を移動して、前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像を前記所定の
表示部で表示させる、請求項１～１０のいずれか１つに記載の医用画像診断装置。
【請求項１３】
　３次元の医用画像データであるボリュームデータに基づく、分岐を有する管腔の形状が
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描出された管腔画像を生成する管腔画像生成部と、
　前記分岐を有する管腔の形状に基づいて、複数の走行線を生成する走行線生成部と、
　前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像における視点の移動経路を示す前記複数の走行
線を、前記管腔画像に重畳した合成画像を生成する画像合成部と、
　前記合成画像を所定の表示部に表示させる制御部と、
　を備え、
　前記制御部は、前記管腔の走行線に沿って視点を移動することにより仮想内視鏡画像が
動画表示された走行線の範囲と仮想内視鏡画像が動画表示されていない走行線の範囲とを
識別可能とする描画を行なうように、前記画像合成部を制御し、前記複数の走行線の中で
指定された走行線に沿って、前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像を前記所定の表示部
で表示させ、仮想内視鏡画像の表示中に、操作者から指定された仮想内視鏡画像の生成に
用いられた視点の位置を含む断面で前記ボリュームデータを切断した断面画像に印を表示
させ、かつ、前記合成画像において当該視点の位置に対応する走行線上の位置に印を表示
させる、画像処理装置。
【請求項１４】
　管腔画像生成部が、３次元の医用画像データであるボリュームデータに基づく、分岐を
有する管腔の形状が描出された管腔画像を生成し、
　走行線生成部が、前記分岐を有する管腔の形状に基づいて、複数の走行線を生成し、
　画像合成部が、前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像における視点の移動経路を示す
前記複数の走行線を、前記管腔画像に重畳した合成画像を生成し、
　制御部が、前記合成画像を所定の表示部に表示させる、
　ことを含み、
　前記制御部は、前記管腔の走行線に沿って視点を移動することにより仮想内視鏡画像が
動画表示された走行線の範囲と仮想内視鏡画像が動画表示されていない走行線の範囲とを
識別可能とする描画を行なうように、前記画像合成部を制御し、前記複数の走行線の中で
指定された走行線に沿って、前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像を前記所定の表示部
で表示させ、仮想内視鏡画像の表示中に、操作者から指定された仮想内視鏡画像の生成に
用いられた視点の位置を含む断面で前記ボリュームデータを切断した断面画像に印を表示
させ、かつ、前記合成画像において当該視点の位置に対応する走行線上の位置に印を表示
させる、画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、医用画像診断装置、画像処理装置及び画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置や、Ｘ線ＣＴ（Computed　Tomography）装置、磁気共鳴イメージ
ング（ＭＲＩ：Magnetic　Resonance　Imaging）装置等の医用画像診断装置では、３次元
の医用画像データ（以下、ボリュームデータ）を生成可能な装置が実用化されている。ま
た、近年、管腔を含むボリュームデータから、管腔内の観察が可能な仮想内視鏡（ＶＥ：
Virtual　Endoscopy）画像を生成表示することが行なわれている。仮想内視鏡画像の表示
方法としては、管腔の走行線（芯線）に沿って視点を移動することで、仮想内視鏡画像を
動画表示する表示がある。以下、かかる表示を「仮想内視鏡動画表示」と記載する。
【０００３】
　例えば、他の医用画像診断装置に比べ非侵襲性等の利点を備えることから様々な生体組
織の検査や診断に利用されている超音波診断装置では、乳腺の仮想内視鏡動画表示が行な
われている。乳腺の仮想内視鏡動画表示は、バーチャル乳管内視鏡として期待されている
機能である。しかし、乳腺の構造特性により、乳腺を含むボリュームデータ中には、複数
の乳管が存在し、更に、個々の乳管が分岐を繰り返すといった特徴がある。
【０００４】
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　ここで、実際の乳管内視鏡検査では、乳汁分泌のある乳管に内視鏡を挿入して、当該乳
管が有する全ての分枝を観察することで、どの分枝から乳汁が分泌されているかが特定さ
れる。すなわち、実際の乳管内視鏡検査では、検査者は、分岐点まで内視鏡を戻す操作を
繰り返し、全ての分枝を観察する。同様に、バーチャル乳管内視鏡検査でも、乳汁分泌の
ある乳管が有する全ての分枝を観察することが求められる。
【０００５】
　しかし、従来の仮想内視鏡動画表示では、検査者は、一般的に、例えば、視点位置を通
る断面でボリュームデータを切断したＭＰＲ（Multi　Planer　Reconstruction）画像を
参照して仮想内視鏡画像の現在の視点位置を認識している。すなわち、従来の仮想内視鏡
動画表示では、乳管の全体構成と現在の視点位置との関係や、観察の完了の判断は、検査
者の記憶に依存する。このため、従来の仮想内視鏡動画表示による検査では、検査者の見
落としや勘違いにより、未観察の分枝が存在するにも関わらず、検査が完了してしまう場
合があった。
【０００６】
　なお、未観察の分枝が存在するにも関わらず検査が完了してしまう可能性は、分岐する
管腔を仮想内視鏡動画表示する場合に、一般的に生じる。また、未観察の分枝が存在する
にも関わらず検査が完了してしまう可能性は、超音波診断装置以外の医用画像診断装置に
より収集されたボリュームデータを用いる場合にも同様に生じる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－５６１４３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする課題は、分岐を有する管腔の観察完了を容易に把握させるこ
とができる医用画像診断装置、画像処理装置及び画像処理方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　実施形態の医用画像診断装置は、管腔画像生成部と、走行線生成部と、画像合成部と、
制御部とを備える。管腔画像生成部は、３次元の医用画像データであるボリュームデータ
に基づく、分岐を有する管腔の形状が描出された管腔画像を生成する。走行線生成部は、
前記分岐を有する管腔の形状に基づいて、複数の走行線を生成する。画像合成部は、前記
分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像における視点の移動経路を示す前記複数の走行線を、
前記管腔画像に重畳した合成画像を生成する。制御部は、前記合成画像を所定の表示部に
表示させる。前記制御部は、前記管腔の走行線に沿って視点を移動することにより仮想内
視鏡画像が動画表示された走行線の範囲と仮想内視鏡画像が動画表示されていない走行線
の範囲とを識別可能とする描画を行なうように、前記画像合成部を制御する。前記複数の
走行線の中で指定された走行線に沿って、前記分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像を前記
所定の表示部で表示させ、仮想内視鏡画像の表示中に、操作者から指定された仮想内視鏡
画像の生成に用いられた視点の位置を含む断面で前記ボリュームデータを切断した断面画
像に印を表示させ、かつ、前記合成画像において当該視点の位置に対応する走行線上の位
置に印を表示させる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本実施形態に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】図２は、Ａ面、Ｂ面及びＣ面を説明するための図である。
【図３Ａ】図３Ａは、仮想内視鏡画像生成部の処理の一例を説明するための図（１）であ
る。
【図３Ｂ】図３Ｂは、仮想内視鏡画像生成部の処理の一例を説明するための図（２）であ
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る。
【図４Ａ】図４Ａは、管腔画像生成部の処理の一例を説明するための図（１）である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、管腔画像生成部の処理の一例を説明するための図（２）である。
【図５】図５は、ＭＰＲ画像生成部の処理の一例を説明するための図である。
【図６Ａ】図６Ａは、画像合成部が生成する合成画像の一例を説明するための図（１）で
ある。
【図６Ｂ】図６Ｂは、画像合成部が生成する合成画像の一例を説明するための図（２）で
ある。
【図７】図７は、本実施形態に係る制御部による合成画像の表示例を説明するための図で
ある。
【図８Ａ】図８Ａは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明する
ための図（１）である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明する
ための図（２）である。
【図８Ｃ】図８Ｃは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明する
ための図（３）である。
【図９Ａ】図９Ａは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明する
ための図（４）である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明する
ための図（５）である。
【図１０】図１０は、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明する
ための図（６）である。
【図１１】図１１は、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明する
ための図（７）である。
【図１２Ａ】図１２Ａは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（８）である。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（９）である。
【図１２Ｃ】図１２Ｃは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１０）である。
【図１３Ａ】図１３Ａは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１１）である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１２）である。
【図１３Ｃ】図１３Ｃは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１３）である。
【図１４Ａ】図１４Ａは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１４）である。
【図１４Ｂ】図１４Ｂは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１５）である。
【図１５Ａ】図１５Ａは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１６）である。
【図１５Ｂ】図１５Ｂは、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表示制御を説明
するための図（１７）である。
【図１６】図１６は、本実施形態に係る超音波診断装置の仮想内視鏡動画表示の処理例を
説明するためのフローチャートである。
【図１７】図１７は、本実施形態に係る超音波診断装置の仮想内視鏡動画の再生処理例を
説明するためのフローチャートである。
【図１８】図１８は、本実施形態の変形例を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
　以下、添付図面を参照して、医用画像診断装置の実施形態を詳細に説明する。なお、以
下では、医用画像診断装置である超音波診断装置を実施形態として説明する。
【００１２】
（実施形態）
　まず、本実施形態に係る超音波診断装置の構成について説明する。図１は、本実施形態
に係る超音波診断装置の構成例を示すブロック図である。図１に例示するように、本実施
形態に係る超音波診断装置は、超音波プローブ１と、モニタ２と、入力装置３と、装置本
体１０とを有する。
【００１３】
　超音波プローブ１は、複数の圧電振動子を有し、これら複数の圧電振動子は、後述する
装置本体１０が有する送信部１１から供給される駆動信号に基づき超音波を発生する。ま
た、超音波プローブ１は、被検体Ｐからの反射波を受信して電気信号に変換する。また、
超音波プローブ１は、圧電振動子に設けられる整合層と、圧電振動子から後方への超音波
の伝播を防止するバッキング材等を有する。なお、超音波プローブ１は、装置本体１０と
着脱自在に接続される。
【００１４】
　超音波プローブ１から被検体Ｐに超音波が送信されると、送信された超音波は、被検体
Ｐの体内組織における音響インピーダンスの不連続面で次々と反射され、反射波信号とし
て超音波プローブ１が有する複数の圧電振動子にて受信される。受信される反射波信号の
振幅は、超音波が反射される不連続面における音響インピーダンスの差に依存する。なお
、送信された超音波パルスが、移動している血流や心臓壁等の表面で反射された場合の反
射波信号は、ドプラ効果により、移動体の超音波送信方向に対する速度成分に依存して、
周波数偏移を受ける。
【００１５】
　ここで、本実施形態に係る超音波プローブ１は、超音波により被検体Ｐを２次元で走査
するとともに、被検体Ｐを３次元で走査することが可能な超音波プローブである。具体的
には、第１の実施形態に係る超音波プローブ１は、一列に配置された複数の圧電振動子に
より、被検体Ｐを２次元で走査するとともに、複数の圧電振動子を所定の角度（揺動角度
）で揺動させることで、被検体Ｐを３次元で走査するメカニカルスキャンプローブである
。或いは、第１の実施形態に係る超音波プローブ１は、複数の圧電振動子がマトリックス
状に配置されることで、被検体Ｐを３次元で超音波走査することが可能な２次元超音波プ
ローブである。なお、２次元超音波プローブは、超音波を集束して送信することで、被検
体Ｐを２次元で走査することも可能である。
【００１６】
　入力装置３は、マウス、キーボード、ボタン、パネルスイッチ、タッチコマンドスクリ
ーン、フットスイッチ、トラックボール、ジョイスティック等を有し、超音波診断装置の
操作者からの各種設定要求を受け付け、装置本体１０に対して受け付けた各種設定要求を
転送する。
【００１７】
　モニタ２は、超音波診断装置の操作者が入力装置３を用いて各種設定要求を入力するた
めのＧＵＩ（Graphical　User　Interface）を表示したり、装置本体１０において生成さ
れた超音波画像等を表示したりする。
【００１８】
　装置本体１０は、超音波プローブ１が受信した反射波に基づいて超音波画像データを生
成する装置である。具体的には、第１の実施形態に係る装置本体１０は、超音波プローブ
１が受信した３次元の反射波データに基づいて３次元の超音波画像データを生成可能な装
置である。以下、３次元の超音波画像データを「ボリュームデータ」と記載する。
【００１９】
　装置本体１０は、図１に示すように、送信部１１と、受信部１２と、Ｂモード処理部１
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３と、ドプラ処理部１４と、画像生成部１５と、ボリュームデータ処理部１６と、画像メ
モリ１７と、制御部１８と、内部記憶部１９とを有する。
【００２０】
　送信部１１は、パルス発生器、送信遅延部、パルサ等を有し、超音波プローブ１に駆動
信号を供給する。パルス発生器は、所定のレート周波数で、送信超音波を形成するための
レートパルスを繰り返し発生する。また、送信遅延部は、超音波プローブ１から発生され
る超音波をビーム状に集束し、かつ送信指向性を決定するために必要な圧電振動子ごとの
遅延時間を、パルス発生器が発生する各レートパルスに対し与える。また、パルサは、レ
ートパルスに基づくタイミングで、超音波プローブ１に駆動信号（駆動パルス）を印加す
る。すなわち、送信遅延部は、各レートパルスに対し与える遅延時間を変化させることで
、圧電振動子面から送信される超音波の送信方向を任意に調整する。
【００２１】
　なお、送信部１１は、後述する制御部１８の指示に基づいて、所定のスキャンシーケン
スを実行するために、送信周波数、送信駆動電圧等を瞬時に変更可能な機能を有している
。特に、送信駆動電圧の変更は、瞬間にその値を切り替え可能なリニアアンプ型の発信回
路、又は、複数の電源ユニットを電気的に切り替える機構によって実現される。
【００２２】
　受信部１２は、プリアンプ、Ａ／Ｄ（Analog／Digital）変換器、受信遅延部、加算器
等を有し、超音波プローブ１が受信した反射波信号に対して各種処理を行って反射波デー
タを生成する。プリアンプは、反射波信号をチャネル毎に増幅する。Ａ／Ｄ変換器は、増
幅された反射波信号をＡ／Ｄ変換する。受信遅延部は、受信指向性を決定するために必要
な遅延時間を与える。加算器は、受信遅延部によって処理された反射波信号の加算処理を
行なって反射波データを生成する。加算器の加算処理により、反射波信号の受信指向性に
応じた方向からの反射成分が強調され、受信指向性と送信指向性とにより超音波送受信の
総合的なビームが形成される。
【００２３】
　本実施形態に係る送信部１１は、被検体Ｐを３次元走査するために、超音波プローブ１
から３次元の超音波ビームを送信させる。そして、本実施形態に係る受信部１２は、超音
波プローブ１が受信した３次元の反射波信号から３次元の反射波データを生成する。
【００２４】
　なお、受信部１２からの出力信号の形態は、ＲＦ（Radio　Frequency）信号と呼ばれる
位相情報が含まれる信号である場合や、包絡線検波処理後の振幅情報である場合等、種々
の形態が選択可能である。
【００２５】
　Ｂモード処理部１３は、受信部１２から反射波データを受信し、対数増幅、包絡線検波
処理等を行なって、信号強度が輝度の明るさで表現されるデータ（Ｂモードデータ）を生
成する。
【００２６】
　ドプラ処理部１４は、受信部１２から受信した反射波データから速度情報を周波数解析
し、ドプラ効果による血流や組織、造影剤エコー成分を抽出し、平均速度、分散、パワー
等の移動体情報を多点について抽出したデータ（ドプラデータ）を生成する。
【００２７】
　なお、本実施形態に係るＢモード処理部１３及びドプラ処理部１４は、２次元の反射波
データ及び３次元の反射波データの両方について処理可能である。すなわち、Ｂモード処
理部１３は、２次元の反射波データから２次元のＢモードデータを生成し、３次元の反射
波データから３次元のＢモードデータを生成する。また、ドプラ処理部１４は、２次元の
反射波データから２次元のドプラデータを生成し、３次元の反射波データから３次元のド
プラデータを生成する。
【００２８】
　画像生成部１５は、Ｂモード処理部１３及びドプラ処理部１４が生成したデータから超
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音波画像データを生成する。すなわち、画像生成部１５は、Ｂモード処理部１３が生成し
た２次元のＢモードデータから反射波の強度を輝度にて表したＢモード画像データを生成
する。また、画像生成部１５は、ドプラ処理部１４が生成した２次元のドプラデータから
移動体情報を表す平均速度画像、分散画像、パワー画像、又は、これらの組み合わせ画像
としてのカラードプラ画像データを生成する。
【００２９】
　ここで、画像生成部１５は、一般的には、超音波走査の走査線信号列を、テレビなどに
代表されるビデオフォーマットの走査線信号列に変換（スキャンコンバート）し、表示用
の超音波画像データを生成する。具体的には、画像生成部１５は、超音波プローブ１によ
る超音波の走査形態に応じて座標変換を行なうことで、表示用の超音波画像データを生成
する。また、画像生成部１５は、超音波画像データに、種々のパラメータの文字情報、目
盛り、ボディーマーク等を合成する。
【００３０】
　更に、画像生成部１５は、Ｂモード処理部１３が生成した３次元のＢモードデータに対
して座標変換を行なうことで、３次元のＢモード画像データを生成する。また、画像生成
部１５は、ドプラ処理部１４が生成した３次元のドプラデータに対して座標変換を行なう
ことで、３次元のカラードプラ画像データを生成する。すなわち、画像生成部１５は、「
３次元のＢモード画像データや３次元のカラードプラ画像データ」を「３次元の超音波画
像データであるボリュームデータ」として生成する。
【００３１】
　ボリュームデータ処理部１６は、画像生成部１５が生成したボリュームデータから表示
用の超音波画像データを生成する。ボリュームデータ処理部１６は、図１に示すように、
レンダリング処理部１６１及び画像合成部１６２を有する。
【００３２】
　レンダリング処理部１６１は、ボリュームデータをモニタ２にて表示するための各種画
像（２次元画像）を生成するために、ボリュームデータに対してレンダリング処理を行な
う処理部である。
【００３３】
　また、レンダリング処理部１６１が行なうレンダリング処理としては、断面再構成法（
ＭＰＲ：Multi　Planer　Reconstruction）を行なってボリュームデータからＭＰＲ画像
を生成する処理がある。また、レンダリング処理部１６１が行なうレンダリング処理とし
ては、ボリュームデータの直交座標系に対して湾曲した平面を指定し、この湾曲した平面
上の断面を再構成する「Curved　MPR」を行なう処理や、ボリュームデータに対して「Int
ensity　Projection」を行なう処理がある。また、レンダリング処理部１６１が行なうレ
ンダリング処理としては、３次元の情報を反映した２次元画像（ボリュームレンダリング
画像）を生成するボリュームレンダリング（ＶＲ：Volume　Rendering）処理がある。
【００３４】
　そして、本実施形態に係るレンダリング処理部１６１は、仮想内視鏡画像の表示（例え
ば、仮想内視鏡動画表示）を行なうための処理部として、仮想内視鏡画像生成部１６１ａ
と、管腔画像生成部１６１ｂと、ＭＰＲ画像生成部１６１ｃとを有する。
【００３５】
　仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、ボリュームレンダリング処理として、例えば、透視
投影（Perspective　Projection）法を行なうことで、管腔を含むボリュームデータから
、管腔内を立体的に観察可能な仮想内視鏡画像を生成する。管腔画像生成部１６１ｂは、
管腔を含むボリュームデータにおける輝度値を白黒反転させるcavityモードにより、管腔
を立体的に視認可能な管腔画像を生成する。ＭＰＲ画像生成部１６１ｃは、管腔を含むボ
リュームデータからＭＰＲ画像を生成する。
【００３６】
　ここで、超音波診断装置において、一般的に、ボリュームデータからＭＲＰ画像を生成
する際に用いられる３種類の断面（Ａ面、Ｂ面及びＣ面）について、図２を用いて説明す



(9) JP 6391922 B2 2018.9.19

10

20

30

40

50

る。図２は、Ａ面、Ｂ面及びＣ面を説明するための図である。なお、図２は、機械的に揺
動するメカニカルスキャンプローブである超音波プローブ１において用いられるＡ面、Ｂ
面及びＣ面を示している。Ａ面は、図２に示すように、超音波プローブ１における圧電振
動子の配列方向と、超音波の送信方向とで形成される断面のことである。また、Ｂ面とは
、図２に示すように、超音波の送信方向と、揺動方向とで形成される断面のことである。
また、Ｃ面とは、図２に示すように、超音波の送信方向に対して垂直方向にある断面のこ
とである。なお、超音波プローブ１が２次元超音波プローブである場合、Ａ面及びＢ面そ
れぞれは、圧電振動子の２つの配列方向それぞれと超音波の送信方向とで形成される２つ
の断面により定義される。
【００３７】
　図１に示す画像合成部１６２は、レンダリング処理部１６１が生成した様々な２次元画
像を、所定のレイアウトで合成したり、各２次元画像に重畳される情報を合成したりする
。そして、画像合成部１６２は、合成した画像をモニタ２に出力する。なお、本実施形態
において、レンダリング処理部１６１及び画像合成部１６２が、例えば、仮想内視鏡動画
表示を行なうために実行する処理については、後に詳述する。
【００３８】
　画像メモリ１７は、画像生成部１５及びボリュームデータ処理部１６が生成した表示用
の画像データを記憶するメモリである。また、画像メモリ１７は、Ｂモード処理部１３や
ドプラ処理部１４が生成したデータを記憶することも可能である。画像メモリ１７が記憶
するＢモードデータやドプラデータは、例えば、診断の後に操作者が呼び出すことが可能
となっており、画像生成部１５やボリュームデータ処理部１６を経由して表示用の超音波
画像となる。
【００３９】
　内部記憶部１９は、超音波送受信、画像処理及び表示処理を行なうための制御プログラ
ムや、診断情報（例えば、患者ＩＤ、医師の所見等）や、診断プロトコルや各種ボディー
マーク等の各種データを記憶する。また、内部記憶部１９は、必要に応じて、画像メモリ
１７が記憶する画像データの保管等にも使用される。
【００４０】
　制御部１８は、超音波診断装置の処理全体を制御する。具体的には、制御部１８は、入
力装置３を介して操作者から入力された各種設定要求や、内部記憶部１９から読込んだ各
種制御プログラム及び各種データに基づき、送信部１１、受信部１２、Ｂモード処理部１
３、ドプラ処理部１４、画像生成部１５及びボリュームデータ処理部１６の処理を制御す
る。また、制御部１８は、画像メモリ１７や内部記憶部１９が記憶する表示用の超音波画
像データをモニタ２にて表示するように制御する。
【００４１】
　以上、本実施形態に係る超音波診断装置の全体構成について説明した。かかる構成のも
と、本実施形態に係る超音波診断装置は、管腔の走行線（芯線）に沿って視点を移動する
ことで、仮想内視鏡画像を動画表示する仮想内視鏡動画表示を行なう。例えば、本実施形
態に係る超音波診断装置は、バーチャル乳管内視鏡検査において、乳腺を含む領域の３次
元走査により、乳腺に関するボリュームデータ、すなわち、乳腺を含むボリュームデータ
を生成する。そして、本実施形態に係る超音波診断装置は、乳腺を含むボリュームデータ
を用いて、乳腺の仮想内視鏡動画表示を行なう。バーチャル乳管内視鏡検査では、検査基
準により、乳汁分泌のある乳管が有する全ての分枝を観察することが求められる。
【００４２】
　しかし、乳腺の構造特性により、乳腺を含むボリュームデータ中には、複数の乳管が存
在し、更に、個々の乳管が分岐を繰り返すといった特徴がある。
【００４３】
　従来の仮想内視鏡動画表示では、操作者（検査者）は、一般的に、例えば、視点位置を
通る３断面（Ａ面、Ｂ面及びＣ面）でボリュームデータを切断したＭＰＲ画像を参照して
仮想内視鏡画像の現在の視点位置を認識している。このため、従来の仮想内視鏡動画表示
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による検査では、検査者の見落としや勘違いにより、未観察の分枝が存在するにも関わら
ず、検査が完了してしまう場合があった。また、従来の仮想内視鏡動画表示では、走行線
に沿った視点位置の移動方向を、自動検索で行なう場合や、手動で指示することで行なう
場合がある。しかし、これらの方法では、操作者は、どの乳管のどの分枝を観察したのか
が把握することが困難である。このように、従来の乳腺の仮想内視鏡動画表示では、未観
察の分枝が存在するにも関わらず検査が完了してしまう場合があった。なお、未観察の分
枝が存在するにも関わらず検査が完了してしまう可能性は、分岐する管腔を仮想内視鏡動
画表示する場合に、一般的に生じる。
【００４４】
　そこで、本実施形態に係る超音波診断装置は、操作者が分岐を有する管腔の観察完了を
容易に把握できる情報の表示を、以下、詳細に説明する制御部１８の制御によりボリュー
ムデータ処理部１６が行なう処理により実行する。
【００４５】
　まず、本実施形態で、レンダリング処理部１６１が行なう処理の一例について詳細に説
明する。仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、上述したように、ボリュームデータに含まれ
る管腔の仮想内視鏡画像を生成する。本実施形態では、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは
、乳腺の管腔の仮想内視鏡画像を生成する。具体的には、仮想内視鏡画像生成部１６１ａ
は、ボリュームデータに含まれる管腔の領域を抽出する。図３Ａ及び図３Ｂは、仮想内視
鏡画像生成部の処理の一例を説明するための図である。
【００４６】
　例えば、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、管腔の輝度値に対応する輝度値を有する画
素（ボクセル）を抽出することで、管腔領域を抽出する。そして、例えば、仮想内視鏡画
像生成部１６１ａは、抽出した管腔領域を細線化処理することで、図３Ａに示すように、
管腔の走行線（芯線）を抽出する。図３Ａでは、走行線を点線で示している。そして、仮
想内視鏡画像生成部１６１ａは、例えば、透視投影（Perspective　Projection）法によ
り、図３Ｂに示すように、走行線上に設定された視点からの仮想内視鏡画像を生成する。
図３Ｂでは、走行線上の１つの視点から右側に向かう視線方向で仮想内視鏡画像が生成さ
れることを示している。なお、透視投影を行なうために、視点位置及び視線方向とともに
、視野角も設定される。
【００４７】
　ここで、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、分岐を有する管腔を含むボリュームデータ
から、分岐する管腔領域を抽出する。そして、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、分岐す
る管腔領域から、複数の分岐点で枝分かれする走行線を抽出する。換言すると、仮想内視
鏡画像生成部１６１ａは、分岐を有する管腔の形状に基づいて、複数の走行線を生成する
走行線生成部の機能を有する。例えば、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、乳腺を含むボ
リュームデータから、分岐する乳管領域を複数抽出する。更に、仮想内視鏡画像生成部１
６１ａは、各乳管領域から、複数の分岐点で枝分かれする走行線を抽出する。例えば、主
管の走行線は、第１分岐点で２本の第１分枝の走行線に枝分かれする。更に、第１分枝の
走行線それぞれは、例えば、第２分岐点で２つの第２分枝の走行線に枝分かれする。分岐
を有する管腔で仮想内視鏡動画表示を行なうべき視点の移動経路は、１つの管腔において
も、複数となる。ここで、上記の主管は、責任乳管とも呼ばれる。責任乳管は、乳房内に
複数存在する。走行線生成部である仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、複数の責任乳管そ
れぞれで、「複数の分岐点で枝分かれする走行線」を抽出する。
【００４８】
　管腔画像生成部１６１ｂは、ボリュームデータに基づく、分岐を有する管腔の形状が描
出された管腔画像を生成する。管腔画像生成部１６１ｂは、ボリュームデータに含まれる
分岐する管腔の形状が描出された管腔画像を生成する。本実施形態では、管腔画像生成部
１６１ｂは、乳腺に関するボリュームデータに基づく、分岐を有する乳腺の管腔の形状が
描出された管腔画像を生成する。本実施形態では、管腔画像生成部１６１ｂは、上述した
ように、管腔を含むボリュームデータにおける輝度値を白黒反転させるcavityモードによ
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り、分岐する管腔を立体的に視認可能な管腔画像を生成する。３次元のＢモード画像デー
タでは、管腔内の画素は、輝度値が低い。このため、管腔を含むボリュームデータにおけ
る輝度値を白黒反転させた反転後のボリュームデータを用いることで、管腔画像では、管
腔内の領域が高輝度で描出される。図４Ａ及び図４Ｂは、管腔画像生成部の処理の一例を
説明するための図である。なお、cavityモードにおいては、抽出した芯線に隣接する高輝
度領域のみをレンダリングするように、対象ボクセルを絞ってレンダリングを行っても構
わない。
【００４９】
　管腔画像生成部１６１ｂは、図４Ａに示すように、反転後のボリュームデータに対して
、操作者から指定された視点位置及び視線方向によりボリュームレンダリング処理を行な
う。これにより、管腔画像生成部１６１ｂは、図４Ｂに示すように、管腔領域が明るく描
出される管腔画像を生成する。図４Ｂに示す管腔画像では、２つの乳管の形状が描出され
、更に、各乳管が有する分岐の形状が描出されている。
【００５０】
　操作者は、管腔画像を生成するための視点位置及び視線方向を変更することで、様々な
位置及び方向から、ボリュームデータに含まれる管腔の形状を視認することができる。な
お、操作者は、例えば、入力装置３のマウスやトラックボールを操作することで、管腔画
像生成用の視点位置及び視線方向を変更することができる。なお、本実施形態で用いられ
る管腔画像は、管腔が有する分岐の状態が全て描出されるように、管腔の形状を２次元で
展開した画像であっても良い。
【００５１】
　ＭＰＲ画像生成部１６１ｃは、上述したように、管腔を含むボリュームデータからＭＰ
Ｒ画像を生成する。図５は、ＭＰＲ画像生成部の処理の一例を説明するための図である。
具体的には、仮想内視鏡動画表示の実行中に、ＭＰＲ画像生成部１６１ｃは、図５に示す
ように、表示される仮想内視鏡画像の生成に用いられた視点位置を通るＡ面、Ｂ面及びＣ
面のＭＰＲ画像を、管腔を含むボリュームデータから生成する。なお、図１に示す画像合
成部１６２は、図５に示すように、Ａ面、Ｂ面及びＣ面のＭＰＲ画像に、仮想内視鏡画像
の生成に用いられた視点位置及び視線方向の情報を示す画像を重畳させる。
【００５２】
　そして、本実施形態に係る画像合成部１６２は、分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像に
おける視点の移動経路を示す複数の走行線を、管腔画像に重畳した合成画像を生成する。
複数の走行線は、分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像を表示するために用いられる視点の
移動経路となる。本実施形態では、複数の走行線は、分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像
を動画表示するために用いられる視点の移動経路となる。例えば、画像合成部１６２は、
仮想内視鏡画像生成部１６１ａが抽出した「分岐を繰り返す走行線」を、分岐回数等の情
報に基づいて、視点の移動経路としての複数の走行線に分離し、分岐した複数の走行線を
管腔画像に重畳した合成画像を生成する。図６Ａ及び図６Ｂは、画像合成部が生成する合
成画像の一例を説明するための図である。
【００５３】
　図６Ａは、画像合成部１６２が生成する合成画像を模式的に示す図である。図６Ａに示
す管腔（乳管）の主管１００は、第１分岐点２００で、第１分枝１０１と第１分枝１０２
に分岐している。主管１００は、責任乳管に対応する。また、図６Ａに示す第１分枝１０
１は、第２分岐点２０１で、第２分枝１０３と第２分枝１０４とに分岐している。また、
図６Ａに示す第１分枝１０２は、第２分岐点２０２で、第２分枝１０５と第２分枝１０６
とに分岐している。すなわち、主管１００を有する管腔において、仮想内視鏡動画表示に
より観察が必要となる視点の移動経路は、「主管１００、第１分枝１０１及び第２分枝１
０３」の経路と、「主管１００、第１分枝１０１及び第２分枝１０４」の経路と、「主管
１００、第１分枝１０２及び第２分枝１０５」の経路と、「主管１００、第１分枝１０２
及び第２分枝１０６」の経路との４本となる。なお、図６Ａに示す合成画像では、１つの
責任乳管（主管１００）における視点の移動経路を示しているが、実際には、図６Ａに示
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す合成画像では、複数の複数の責任乳管それぞれの視点の移動経路が示されている。
【００５４】
　制御部１８は、操作者に仮想内視鏡動画表示を行なう視点の移動経路を把握させるため
に、合成画像をモニタ２に表示させる。しかし、分岐を繰り返す走行線をそのまま管腔画
像に重畳させても、操作者は、例えば、視点の移動経路が４本であることを容易に把握す
ることができない。
【００５５】
　そこで、画像合成部１６２は、例えば、分岐が２回繰り返される走行線が抽出されてい
る場合、図６Ａに例示するように、「２×２＝４」本の走行線を管腔画像の管腔内に重畳
させる。なお、画像合成部１６２は、「走行線の管腔領域における位置、走行線の分岐点
の管腔領域における位置及び走行線の分岐点の数」に関する情報を仮想内視鏡画像生成部
１６１ａから取得した制御部１８の制御により、合成画像を生成する。
【００５６】
　図６Ｂは、図４Ｂに示す管腔画像に対して、画像合成部１６２が複数の走行線を重畳さ
せた合成画像を示す。なお、図６Ｂに例示する合成画像では、作図上、走行線それぞれを
、点線、鎖線、一点鎖線等で示しているが、実際には、走行線それぞれが、異なる色の点
線で描画されている。各走行線の描画方法を変えることで、操作者は、視点の移動経路の
数をより容易に把握することができる。
【００５７】
　以下、画像合成部１６２が管腔画像に重畳した走行線と区別するために、仮想内視鏡画
像生成部１６１ａが抽出した走行線を「抽出走行線」、又は、「視点の移動経路」と記載
する場合がある。
【００５８】
　制御部１８は、上述したように、合成画像を表示させる。図７は、本実施形態に係る制
御部による合成画像の表示例を説明するための図である。制御部１８は、図７に示すよう
に、モニタ２の表示領域を６つの表示領域に分割する。そして、制御部１８は、図７に示
すように、上段左側の表示領域にＭＰＲ画像（Ａ面）を表示させ、上段中央の表示領域に
ＭＰＲ画像（Ｂ面）を表示させ、下段左側の表示領域にＭＰＲ画像（Ｃ面）を表示させる
。なお、これら３つの分割表示領域に表示されるＭＰＲ画像それぞれには、図７に示すよ
うに、仮想内視鏡画像の生成に用いられた視点の位置及び視線方向の情報が重畳されてい
る（図中の点や矢印を参照）。
【００５９】
　そして、制御部１８は、図７に示すように、下段中央の表示領域に仮想内視鏡画像を表
示させ、上段右側の表示領域に管腔画像と複数の走行線との合成画像を表示させる。更に
、制御部１８は、図７に示すように、下段右側の表示領域にフラースルー表示を行なうた
めの操作メニューを表示させる。
【００６０】
　なお、制御部１８は、ボリュームデータが指定されて、仮想内視鏡動画表示の開始要求
を受け付けた場合、仮想内視鏡画像生成部１６１ａに走行線の抽出処理を実行させ、管腔
画像生成部１６１ｂに管腔画像の生成処理を実行させ、画像合成部１６２に合成画像の生
成処理を実行させる。そして、制御部１８は、ＭＰＲ画像生成部１６１ｃに初期設定条件
に基づく３つのＭＰＲ画像の生成処理を実行させ、仮想内視鏡画像生成部１６１ａに初期
設定条件に基づく仮想内視鏡画像の生成処理を実行させる。
【００６１】
　ここで、初期設定条件は、例えば、抽出走行線の中で最も長い抽出走行線の主管側の端
点を視点位置とし、視線方向を第１分岐点へ向かう方向とする条件である。なお、視野角
は、操作者により任意に設定される。
【００６２】
　これにより、モニタ２は、図７に示すレイアウトで、仮想内視鏡動画開始前の初期画面
を表示する。制御部１８は、操作者が初期画面に表示される操作メニューや合成画像を用
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いて行なった各種操作に基づいて、例えば、仮想内視鏡動画表示の制御を行なう。以下、
図８Ａ、図８Ｂ、図８Ｃ、図９Ａ、図９Ｂ、図１０、図１１、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１
２Ｃ、図１３Ａ、図１３Ｂ、図１３Ｃ、図１４及び図１５を用いて、本実施形態に係る制
御部１８が実行する仮想内視鏡動画表示の詳細を説明する。なお、図８Ａ、図８Ｂ、図８
Ｃ、図９Ａ、図９Ｂ、図１０、図１１、図１２Ａ、図１２Ｂ、図１２Ｃ、図１３Ａ、図１
３Ｂ、図１３Ｃ、図１４及び図１５は、本実施形態に係る制御部による仮想内視鏡動画表
示制御を説明するための図である。
【００６３】
　第１制御として、制御部１８は、複数の走行線の中で指定された走行線に沿って、分岐
を有する管腔の仮想内視鏡画像をモニタ２で表示させる。本実施形態では、制御部１８は
、指定された走行線に沿って、分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像をモニタ２で動画表示
させる。例えば、操作者は、図８Ａに示すように、合成画像に重畳される複数の走行線の
中で、仮想内視鏡動画の観察をしたい走行線をマウスにより指定する。そして、操作者は
、図７に示す操作メニューの「Ａｕｔｏ」を押下することで、仮想内視鏡動画表示の要求
を入力する。なお、図８Ａに示す複数の走行線は、互いに色が異なる点線で描画されてい
る。
【００６４】
　或いは、操作者は、図７に示す操作メニューのプルダウンメニューをマウスで押下する
。これにより、制御部１８は、図８Ｂに示すように、プルダウンメニューの選択項目とし
て、各走行線に対応付けられる色の線を表示させる。そして、操作者は、図８Ｂに示すよ
うに、マウスにより観察したい走行線に対応する色の線を指定する。そして、操作者は、
図７に示す操作メニューの「Ａｕｔｏ」を押下することで、仮想内視鏡動画表示の要求を
入力する。
【００６５】
　これにより、制御部１８は、図８Ｃに示すように、指定された走行線に対応する抽出走
行線の一方の端点から他方の端点へ向かう仮想内視鏡動画表示を開始させる。例えば、制
御部１８は、指定された走行線に対応する抽出走行線の主管側の端点から分枝側の端点に
向かって、仮想内視鏡動画表示を行なわせる。なお、制御部１８は、選択された走行線に
対応する抽出走行線に沿って視点の位置が移動する仮想内視鏡画像群を、仮想内視鏡画像
生成部１６１ａに生成させる。制御部１８は、仮想内視鏡画像の動画を、例えば、内部記
憶部１９に格納する。
【００６６】
　なお、走行線の指定は、制御部１８によって自動的に行なわれる場合であっても良い。
例えば、制御部１８は、抽出走行線の長さの長い順に仮想内視鏡動画表示を実行させる。
【００６７】
　また、第２制御として、制御部１８は、視点の移動経路に沿って視点位置を往復して移
動させることで仮想内視鏡画像を表示させても良い。本実施形態では、第２制御を行なう
場合、制御部１８は、視点の移動経路に沿って視点位置を往復して移動させることで仮想
内視鏡画像を動画表示させる。視点位置を往復させる場合、制御部１８は、図９Ａに示す
ように、往路と復路とで視線方向を反転させる。或いは、制御部１８は、図９Ｂに示すよ
うに、往路と復路とで視線方向を同一とさせる。図９Ｂに示す方法を行なうことで、仮想
内視鏡検査で観察される仮想内視鏡画像の動画表示を、実際の内視鏡検査において行なわ
れる内視鏡の挿入及び引き出しにより観察される内視鏡画像の表示と同様の形態とするこ
とができる。
【００６８】
　なお、視点位置の往復は、初期的に実行の有無が設定されている場合であっても良く、
或いは、操作者により選択設定される場合であっても良い。また、視点位置の往復回数は
、初期設定されている場合であっても良く、或いは、操作者により選択設定される場合で
あっても良い。また、視点位置の往復を行なう場合の往路及び復路の視線方向は、２種類
のいずれか１種類が初期設定されている場合であっても良く、或いは、操作者により選択
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設定される場合であっても良い。また、視点位置の往復が複数回繰り返される場合、２種
類の視線方向を交互に行なう等の設定が行なわれても良い。
【００６９】
　また、第３制御として、制御部１８は、仮想内視鏡画像が表示された走行線の範囲と仮
想内視鏡画像が表示されていない走行線の範囲とを識別可能とする描画を行なうように、
画像合成部１６２を制御する。本実施形態では、第３制御を行なう場合、制御部１８は、
仮想内視鏡画像が動画表示された走行線の範囲と仮想内視鏡画像が動画表示されていない
走行線の範囲とを識別可能とする描画を行なうように、画像合成部１６２を制御する。
【００７０】
　例えば、制御部１８は、図１０に示すように、点線で描画された走行線の中で、仮想内
視鏡動画表示が行なわれた走行線を点線から実線に変更するように画像合成部１６２を制
御する。これにより、操作者は、モニタ２の合成画像を参照するだけで、仮想内視鏡動画
表示が行なわれた走行線を把握することができる。なお、本実施形態は、制御部１８によ
り、仮想内視鏡動画表示が開始された走行線を全て点線から実線に変更される場合であっ
ても良い。
【００７１】
　また、第４制御として、制御部１８は、複数の走行線の全てで仮想内視鏡画像が表示さ
れていない状態で、操作者から終了要求を受け付けた場合、警告を表示させる。本実施形
態では、第４制御を行なう場合、制御部１８は、複数の走行線の全てで仮想内視鏡画像が
動画表示されていない状態で、操作者から終了要求を受け付けた場合、警告を表示させる
。合成画像において、全ての走行線が実線表示に変更されていない時点で、操作者から仮
想内視鏡動画表示の終了要求を受け付けた場合、制御部１８は、例えば、図１１に示すよ
うに「全走行線の観察が終了していません！終了しても宜しいですか？」という警告文の
画像を画像合成部１６２に生成させることで、モニタ２に警告を表示させる。
【００７２】
　なお、描画方法の変更は、線の色を変更することで、実行される場合であっても良い。
また、同一の管腔において、指定された走行線とは別の走行線の中で、移動経路が共通す
る部分については、当該別の走行線においても点線から実線に表示を変更する場合であっ
ても良く、或いは、当該別の走行線では点線のままとする場合であっても良い。
【００７３】
　また、第５制御として、制御部１８は、複数の走行線の中で指定された走行線の範囲を
用いて、分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像をモニタ２で表示させる。本実施形態では、
第５制御を行なう場合、制御部１８は、複数の走行線の中で指定された走行線の範囲を用
いて、分岐を有する管腔の仮想内視鏡画像をモニタ２で動画表示させる。
【００７４】
　具体的には、操作者は、合成画像に重畳される複数の走行線の中で、仮想内視鏡動画の
観察をしたい走行線の範囲をマウスにより指定する。例えば、操作者は、図１２Ａに示す
ように、仮想内視鏡動画の観察をしたい走行線の開始点をマウスで指定する。そして、操
作者は、図７に示す操作メニューの「Ｓｔａｒｔ」を押下することで、仮想内視鏡動画表
示の要求を入力する。かかる場合、制御部１８の制御により、仮想内視鏡画像生成部１６
１ａは、開始点が指定された走行線に対応する抽出走行線において、当該開始点に近接す
る位置から、当該抽出走行線の分枝側の端点に向かって視点位置を移動した仮想内視鏡画
像群を生成し、モニタ２は、仮想内視鏡画像群を表示する。
【００７５】
　或いは、操作者は、図１２Ｂに示すように、仮想内視鏡動画の観察をしたい走行線の終
了点をマウスで指定する。そして、操作者は、図７に示す操作メニューの「Ｓｔａｒｔ」
を押下することで、仮想内視鏡動画表示の要求を入力する。かかる場合、制御部１８の制
御により、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、指定された走行線に対応する抽出走行線の
主管側の端点から、当該抽出走行線において指定された終了点に近接する位置に向かって
視点位置を移動した仮想内視鏡画像群を生成し、モニタ２は、仮想内視鏡画像群を表示す
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る。
【００７６】
　或いは、操作者は、図１２Ｃに示すように、仮想内視鏡動画の観察をしたい走行線の開
始点及び終了点をマウスで指定する。そして、操作者は、図７に示す操作メニューの「Ｓ
ｔａｒｔ」を押下することで、仮想内視鏡動画表示の要求を入力する。かかる場合、制御
部１８の制御により、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、指定された走行線に対応する抽
出走査線において、指定された開始点に近接する位置から指定された終了点に近接する位
置に向かって視点位置を移動した仮想内視鏡画像群を生成し、モニタ２は、仮想内視鏡画
像群を表示する。
【００７７】
　なお、制御部１８は、指定範囲の走査線で仮想内視鏡動画表示を行なわせる第５の制御
を行なう場合にも、仮想内視鏡動画表示が行なわれた走査線については、描画方法を変更
させる第３制御を行なっても良い。また、制御部１８は、第５の制御を行なう場合にも、
視点位置の往復を行なわせる第２制御を行なっても良い。
【００７８】
　また、第６制御として、制御部１８は、合成画像の走行線上において、現時点で表示さ
れている仮想内視鏡画像の生成に用いられた視点の位置を識別可能とする描画を行なうよ
うに、画像合成部１６２を制御する。
【００７９】
　例えば、制御部１８の制御により、画像合成部１６２は、図１３Ａに示すように、表示
に用いられた視点範囲を点線から実線に変更する。すなわち、制御部１８は、図１０を用
いて説明した制御処理と同様の処理を行なう。操作者は、点線と実線との境界位置を、現
時点で表示されている仮想内視鏡画像の生成に用いられた視点の位置として把握すること
ができる。また、図１３Ａに示す走行線を参照することで、操作者は、視線方向が、点線
に向かう方向であることを把握することができる。
【００８０】
　或いは、例えば、制御部１８の制御により、画像合成部１６２は、図１３Ｂに示すよう
に、現時点で表示されている仮想内視鏡画像の生成に用いられた視点の位置及び視線方向
を示す「目の模式図」を走行線上に重畳する。或いは、例えば、制御部１８の制御により
、画像合成部１６２は、図１３Ｃに示すように、現時点で表示されている仮想内視鏡画像
の生成に用いられた視点の位置を黒丸で描画し、視線方向を矢印で描画した図を走行線上
に重畳する。
【００８１】
　また、第７制御として、制御部１８は、現時点で表示されている仮想内視鏡画像の生成
に用いられた視点と、管腔が有する複数の分岐点との位置関係を識別可能とする描画を、
当該仮想内視鏡画像において行なうように制御する。
【００８２】
　上述したように、制御部１８は、仮想内視鏡画像生成部１６１ａから「抽出走行線の管
腔領域における位置、抽出走行線の分岐点の管腔領域における位置及び抽出走行線の分岐
点の数」に関する情報を取得している。また、制御部１８は、画像合成部１６２が管腔画
像に重畳させた走行線と抽出走行線との対応関係も取得することができる。従って、制御
部１８は、現時点で表示されている仮想内視鏡画像の生成に用いられた視点が、例えば、
主管に位置するのか、第１分枝に位置するのか、第２分枝に位置するのかを判定すること
ができる。
【００８３】
　例えば、視点位置が主管であると判定した制御部１８の制御により、仮想内視鏡画像生
成部１６１ａは、図１４Ａに示すように、現時点で表示されている仮想内視鏡画像を、赤
の色調とする。また、例えば、視点位置が第１分枝であると判定した制御部１８の制御に
より、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、図１４Ａに示すように、現時点で表示されてい
る仮想内視鏡画像を、青の色調とする。また、例えば、視点位置が第２分枝であると判定
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した制御部１８の制御により、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、図１４Ａに示すように
、視点位置が第２分枝である場合、現時点で表示されている仮想内視鏡画像を、黄の色調
とする。制御部１８は、視点位置が分岐点を通過するごとに、仮想内視鏡画像の色調を変
更させる。
【００８４】
　或いは、例えば、制御部１８の制御により、画像合成部１６２は、図１４Ｂに示すよう
に、制御部１８が判定した視点の位置を、仮想内視鏡画像の表示領域の左下に合成する。
図１４Ｂに例示する場合、表示されている仮想内視鏡画像が「第１分枝」の視点で生成さ
れた仮想内視鏡画像であることが表示されている。
【００８５】
　また、第８制御として、制御部１８は、仮想内視鏡画像の表示中に（本実施形態では、
仮想内視鏡画像の動画表示中に）、操作者から指定された仮想内視鏡画像の生成に用いら
れた視点の位置を含む断面でボリュームデータを切断した（ＭＰＲ画像）に印を表示させ
る。また、第８制御として、制御部１８は、合成画像において、操作者から指定された仮
想内視鏡画像の生成に用いられた視点の位置に対応する走行線上の位置に印を表示させる
。
【００８６】
　例えば、操作者は、自身が指定した走査線を用いた仮想内視鏡動画表示を参照して、病
変と思われる部位が描出された仮想内視鏡画像（以下、関心画像）が表示された時点で、
図７に示す操作メニューの「Ｍａｒｋ」を押下する。ここで、モニタ２は、関心画像の生
成に用いられた視点の位置を通る３つのＭＰＲ画像を表示している。画像合成部１６２は
、制御部１８の指示により、モニタ２に表示されている３つのＭＰＲ画像の少なくとも１
つの表示領域に印が表示されるよう、画像の合成処理を行なう。
【００８７】
　また、例えば、画像合成部１６２は、制御部１８の指示により、図１５Ａに示すように
、合成画像において、関心画像の生成に用いられた視点の位置に対応する走査線上に印を
合成する。
【００８８】
　ここで、上述したように、制御部１８は、表示された仮想内視鏡画像の動画を、内部記
憶部１９に格納している。操作者は、格納済みの仮想内視鏡動画を読み出して、再度表示
させることができる。従って、操作者は、動画再生中に、印が重畳されたＭＰＲ画像や合
成画像が出現する時点の仮想内視鏡画像を探索することで、病変と思われる部位を、繰り
返して観察することができる。なお、上記の動画再生は、仮想内視鏡動画表示の途中でも
実行することができる。
【００８９】
　或いは、第８制御が行なわれる場合、病変と思われる部位（例えば、石灰化部位）を再
度観察する操作者の負担を軽減するために、制御部１８は、以下の第９制御を行なっても
良い。すなわち、第９制御として、制御部１８は、印が操作者により指定された場合、当
該印が位置する走行線において、当該印を含む所定の範囲の走行線を用いた仮想内視鏡画
像群を表示させる。本実施形態では、第９制御を行なう場合、制御部１８は、操作者によ
り指定された印が位置する走行線において、当該印を含む所定の範囲の走行線を用いた仮
想内視鏡画像群を動画表示させる。
【００９０】
　例えば、操作者は、図１５Ａに示す合成画像上の印をマウスにより押下して、図７に示
す「Ｓｔａｒｔ」を押下する。制御部１８は、例えば、印に対応する抽出走行線の位置を
中心とする前後の一定区間に沿った仮想内視鏡画像群をモニタ２に表示させる。
【００９１】
　ここで、第９制御を行なう場合、制御部１８は、上述した第２制御も行なう場合であっ
ても良い。かかる場合、モニタ２には、図１５Ｂに示すように、一定区間を往復で仮想内
視鏡動画表示させる。なお、制御部１８は、図９Ａに示すように、往路と復路とで視線方
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向を反転させる。或いは、制御部１８は、図９Ｂに示すように、往路と復路とで視線方向
を同一とさせる。なお、上記の一定区間に沿った仮想内視鏡画像群の一部が動画として保
存されていない場合、制御部１８は、仮想内視鏡画像生成部１６１ａに未生成の仮想内視
鏡画像を生成させる。
【００９２】
　第９制御が行なわれる場合、操作者は、仮想内視鏡動画の最終フレームの合成画像に重
畳された印を指定するだけで、病変と思われる部位の前後を、詳細に繰り返して観察する
ことができる。
【００９３】
　次に、図１６及び図１７を用いて、本実施形態に係る超音波診断装置の処理について説
明する。図１６は、本実施形態に係る超音波診断装置の仮想内視鏡動画表示の処理例を説
明するためのフローチャートである。また、図１７は、本実施形態に係る超音波診断装置
の仮想内視鏡動画の再生処理例を説明するためのフローチャートである。
【００９４】
　図１６に示すように、本実施形態に係る超音波診断装置の制御部１８は、ボリュームデ
ータに含まれる分岐を有する管腔の仮想内視鏡動画表示の開始要求を受け付けたか否かを
判定する（ステップＳ１０１）。ここで、仮想内視鏡動画表示の開始要求を受け付けない
場合（ステップＳ１０１否定）、制御部１８は、仮想内視鏡動画表示の開始要求を受け付
けるまで待機する。
【００９５】
　一方、仮想内視鏡動画表示の開始要求を受け付けた場合（ステップＳ１０１肯定）、仮
想内視鏡画像生成部１６１ａは、ボリュームデータの管腔領域を抽出し、走行線（抽出走
行線）を抽出する（ステップＳ１０２）。そして、管腔画像生成部１６１ｂは、管腔画像
を生成し（ステップＳ１０３）、画像合成部１６２は、管腔画像に複数の走行線を重畳し
た合成画像を生成する（ステップＳ１０４）。そして、初期設定条件により、ＭＰＲ画像
生成部１６１ｃは、ＭＰＲ画像（Ａ面、Ｂ面及びＣ面）を生成し、仮想内視鏡画像生成部
１６１ａは、仮想内視鏡画像を生成する（ステップＳ１０５）。そして、制御部１８の制
御により、モニタ２は、ＭＰＲ画像、仮想内視鏡画像及び合成画像を表示する（ステップ
Ｓ１０６）。
【００９６】
　そして、制御部１８は、合成画像における走行線が指定されたか否かを判定する（ステ
ップＳ１０７）。ここで、走行線が指定されない場合（ステップＳ１０７否定）、制御部
１８は、走行線が指定されるまで待機する。
【００９７】
　一方、走行線が指定された場合（ステップＳ１０７肯定）、制御部１８は、指定された
走行線の仮想内視鏡動画表示を開始し、仮想内視鏡動画の保存を開始する（ステップＳ１
０８）。なお、操作者が指定した走行線において仮想内視鏡動画表示の範囲が指定されて
いる場合、ステップＳ１０８で開始される仮想内視鏡動画表示は、指定範囲のみの仮想内
視鏡動画表示となる。
【００９８】
　そして、制御部１８は、仮想内視鏡動画表示済みの走行線の表示を変更させる（ステッ
プＳ１０９）。なお、ステップＳ１０９において、制御部１８は、仮想内視鏡動画表示さ
れている仮想内視鏡画像の視点位置を識別可能な表示をさせても良い。そして、制御部１
８は、操作メニューのマーク（Ｍａｒｋ）が押下されたか否かを判定する（ステップＳ１
１０）。ここで、マークが押下された場合（ステップＳ１１０肯定）、制御部１８は、Ｍ
ＰＲ画像及び合成画像に印を重畳させる（ステップＳ１１１）。
【００９９】
　そして、制御部１８は、ステップＳ１１１の処理の後、又は、マークが押下されない場
合（ステップＳ１１０否定）、指定された走行線の仮想内視鏡動画表示が完了したか否か
を判定する（ステップＳ１１２）。ここで、指定された走行線の仮想内視鏡動画表示が完
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了していない場合（ステップＳ１１２否定）、制御部１８は、ステップＳ１０９に戻って
、仮想内視鏡動画表示済みの走行線の表示変更制御を行なう。
【０１００】
　一方、指定された走行線の仮想内視鏡動画表示が完了した場合（ステップＳ１１２肯定
）、制御部１８は、仮想内視鏡動画表示の終了要求を受け付けたか否かを判定する（ステ
ップＳ１１３）。ここで、仮想内視鏡動画表示の終了要求を受け付けない場合（ステップ
Ｓ１１３否定）、制御部１８は、ステップＳ１０７に戻って、新たな走行線の指定を受け
付けたか否かを判定する。
【０１０１】
　一方、仮想内視鏡動画表示の終了要求を受け付けた場合（ステップＳ１１３肯定）、制
御部１８は、全走行線の仮想内視鏡動画表示を行なったか否かを判定する（ステップＳ１
１４）。ここで、全走行線の仮想内視鏡動画表示を行なっていない場合（ステップＳ１１
４否定）、制御部１８は、警告を表示させ（ステップＳ１１５）、ステップＳ１０７に戻
って、新たな走行線の指定を受け付けたか否かを判定する。
【０１０２】
　一方、全走行線の仮想内視鏡動画表示を行なっている場合（ステップＳ１１４肯定）、
制御部１８は、仮想内視鏡動画表示の制御処理を終了する。
【０１０３】
　また、仮想内視鏡動画の再生処理が行なわれる場合、図１７に示すように、制御部１８
は、印が指定されたか否かを判定する（ステップＳ２０１）。ここで、印が指定されない
場合（ステップＳ２０１否定）、制御部１８は、印が指定されるまで待機する。
【０１０４】
　一方、印が指定されない場合（ステップＳ２０１肯定）、制御部１８は、指定された印
の位置を含む範囲の仮想内視鏡動画表示を往復して実行させ（ステップＳ２０２）、仮想
内視鏡動画の再生処理を終了する。
【０１０５】
　上述してきたように、本実施形態では、管腔画像に視点位置の移動経路を示す複数の走
行線が重畳された合成画像を表示する。合成画像を参照することで、操作者は、仮想内視
鏡動画表示を行なう視点の移動経路の形状や、仮想内視鏡動画表示を行なう視点の移動経
路の本数等、分岐する管腔内全ての観察を完了するための情報を把握することができる。
その結果、本実施形態では、分岐を有する管腔の観察完了を容易に把握させることができ
る。
【０１０６】
　また、本実施形態では、第１制御や第５制御が行なわれることで、操作者は、走行線や
、走行線上の範囲を指定するだけでといった簡易な操作で、複数経路の仮想内視鏡動画表
示を順次実行させることができる。また、本実施形態では、第３制御が行なわれることで
、操作者は、仮想内視鏡動画表示が未実施の経路を容易に把握することができ、その結果
、観察漏れを防止することができる。また、本実施形態では、第６制御が行なわれること
で、操作者は、仮想内視鏡動画表示されている仮想内視鏡画像に描出される管腔内の位置
を容易に把握することができる。
【０１０７】
　また、本実施形態では、第７制御が行なわれることで、操作者は、移動している視点の
現在の位置が、管腔の何番目の分枝であるのかを容易に認識することができる。また、本
実施形態では、第２制御が行なわれることで、操作者は、同一経路を繰り返して詳細に観
察することができる。また、本実施形態では、第２制御において、視線方向の反転制御が
行なわれることで、操作者は、同一経路を異なる方向で繰り返して詳細に観察することが
できる。また、本実施形態では、第２制御において、視線方向の固定制御が行なわれるこ
とで、操作者は、内視鏡検査で行なわれる内視鏡の視線方向と一致する視線方向で、同一
経路を繰り返して詳細に観察することができる。また、本実施形態では、第４制御が行な
われること表示される警告により、操作者は、分岐を有する管腔の観察を確実に完了する
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ことができる。
【０１０８】
　また、本実施形態では、第８制御や第９制御が行なわれることで、操作者は、詳細な観
察が必要とされる管腔の範囲の仮想内視鏡動画を、何回でも容易に表示させることができ
る。また、操作者は、印が重畳された直交３断面のＭＰＲ画像や、合成画像上の印の位置
を参照することで、病変の位置を把握することができる。すなわち、本実施形態は、治療
方針（例えば、ニップルの温存の可不可）を決定するための情報を提供することができる
。
【０１０９】
　なお、本実施形態は、管腔画像に重畳される複数の走行線を操作者が設定する場合であ
っても良い。かかる場合、操作者は、入力装置３を介して走行線の設定要求を行なう。制
御部１８は、管腔画像をモニタ２に表示させ、操作者は、管腔画像を参照して、入力装置
３が有するマウス等を用いて管腔画像に複数の走行線を設定する。これにより、画像合成
部１６２は、図６Ｂの合成画像を生成する。かかる場合、上述した仮想内視鏡動画表示に
おける視点位置の移動経路は、操作者によって管腔画像で設定された複数の走行線が用い
られる。また、本実施形態は、操作者が、合成画像に描出された複数の走行線の全て、又
は、一部を、操作者が修正したり、削除したり、或いは、操作者が、合成画像に新たな走
行線を追加したりする場合であっても良い。
【０１１０】
　また、上記の本実施形態では、制御部１８が、表示の要求を受け付けた場合に、当該要
求に該当する仮想内視鏡画像群を、ボリュームデータから仮想内視鏡画像生成部１６１ａ
に生成させる場合について説明した。上記の本実施形態では、制御部１８が、動画表示の
要求を受け付けた場合に、当該要求に該当する仮想内視鏡画像群を、ボリュームデータか
ら仮想内視鏡画像生成部１６１ａに生成させている。すなわち、上記の本実施形態では、
仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、リアルタイムでボリュームレンダリング処理を行なう
必要があるため、負荷が高くなる場合がある。本実施形態は、仮想内視鏡画像生成部１６
１ａの処理負荷を軽減させるために、以下の変形例が行なわれる場合であっても良い。図
１８は、本実施形態の変形例を説明するための図である。
【０１１１】
　すなわち、本実施形態の変形例では、仮想内視鏡画像生成部１６１ａは、図１８に示す
ように、複数の走行線それぞれを用いて表示される仮想内視鏡画像群を予め生成して、内
部記憶部１９が有する仮想内視鏡画像記憶部１９ａに格納する。本変形例では、仮想内視
鏡画像生成部１６１ａは、複数の走行線それぞれを用いて動画表示される仮想内視鏡画像
群を予め生成して、内部記憶部１９が有する仮想内視鏡画像記憶部１９ａに格納する。
そして、制御部１８は、表示の要求を受け付けた場合に、当該要求に該当する仮想内視鏡
画像群を仮想内視鏡画像記憶部１９ａから選択してモニタ２に表示させる。本変形例では
、制御部１８は、動画表示の要求を受け付けた場合に、当該要求に該当する仮想内視鏡画
像群を仮想内視鏡画像記憶部１９ａから選択してモニタ２に動画表示させる。
【０１１２】
　本実施形態の変形例では、仮想内視鏡動画表示に用いられる仮想内視鏡画像群を予め網
羅して生成しておくことで、超音波診断装置の負荷を軽減させるともに、仮想内視鏡動画
表示を円滑に実行させることができる。
【０１１３】
　なお、上記の実施形態及び変形例では、操作者が指定した走行線に沿って自動的に視点
の位置が移動されて、仮想内視鏡画像が動画表示される場合について説明した。しかし、
上記の実施形態及び変形例において、仮想内視鏡画像の表示形態は、自動的な動画表示に
限定されるものではない。例えば、仮想内視鏡画像の表示形態は、走行線上の複数の視点
により生成された複数の仮想内視鏡画像が並列表示される場合であっても良い。
【０１１４】
　また、走行線上の視点の位置の移動は、操作者による手動操作により行なわれる場合で
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あっても良い。かかる場合、制御部１８は、操作者が入力装置３を用いて行なった操作に
応じて、指定された走行線に沿って視点の位置を移動して、分岐を有する管腔の仮想内視
鏡画像（乳腺の管腔の仮想内視鏡画像）をモニタ２で表示させる。例えば、操作者は、走
行線を指定した後、マウスのホイールやトラックボールを回転させる。制御部１８は、操
作者が行なった回転量及び回転方向に応じて、操作者が指定した走行線上で視点の位置を
移動し、移動後の視点の位置に該当する仮想内視鏡画像を表示させる。このような手動操
作により、操作者は、視点位置が異なる仮想内視鏡画像を順次、自身が所望する間隔で観
察することができ、石灰化等の画像診断を詳細に行なうことができる。また、操作者は、
マウスのホイールやトラックボールの回転方向を反転することで、図９Ａや図９Ｂで説明
した観察を行なうことができる。なお、上記の実施形態及び変形例で説明した内容は、走
行線上の視点の位置の移動が操作者による手動操作で行なわれる点以外、本変形例でも適
用可能である。
【０１１５】
　また、上記の実施形態及び変形例では、乳腺を、分岐を有する管腔の一例として説明し
た。しかし、本実施形態及び変形例で説明した画像処理方法は、頚動脈等、分岐を有する
管腔であり、超音波画像に描出可能な管腔であるならば、任意の臓器に適用可能である。
また、上記の実施形態及び変形例では、超音波診断装置において、上記の画像処理方法が
実行される場合について説明した。しかし、本実施形態で説明した画像処理方法は、Ｘ線
診断装置や、Ｘ線ＣＴ装置、ＭＲＩ装置等、分岐を有する管腔を含むボリュームデータを
収集可能な医用画像診断装置において実行される場合であっても良い。
【０１１６】
　また、本実施形態及び変形例で説明した画像処理方法は、医用画像診断装置とは独立に
設置された画像処理装置により実行される場合であっても良い。具体的には、図１に示す
ボリュームデータ処理部１６及び制御部１８の機能を有する画像処理装置は、各種の医用
画像のデータを管理するシステムであるＰＡＣＳ（Picture　Archiving　and　Communica
tion　Systems）のデータベースや、医用画像が添付された電子カルテを管理する電子カ
ルテシステムのデータベース等から３次元の医用画像データであるボリュームデータであ
り、分岐を有する管腔を含むボリュームデータを受信して、本実施形態及び変形例で説明
した画像処理方法を行なう。
【０１１７】
　また、本実施形態及び変形例において、図示した各装置の各構成要素は機能概念的なも
のであり、必ずしも物理的に図示の如く構成されていることを要しない。すなわち、各装
置の分散・統合の具体的形態は図示のものに限られず、その全部又は一部を、各種の負荷
や使用状況等に応じて、任意の単位で機能的又は物理的に分散・統合して構成することが
できる。例えば、画像合成部１６２が実行する処理は、画像生成部１５により実行される
場合であっても良い。更に、各装置にて行なわれる各処理機能は、その全部又は任意の一
部が、ＣＰＵ及び当該ＣＰＵにて解析実行されるプログラムにて実現され、或いは、ワイ
ヤードロジックによるハードウェアとして実現され得る。
【０１１８】
　また、本実施形態及び変形例で説明した画像処理方法は、あらかじめ用意された画像処
理プログラムをパーソナルコンピュータやワークステーション等のコンピュータで実行す
ることによって実現することができる。この画像処理プログラムは、インターネット等の
ネットワークを介して配布することができる。また、この画像処理プログラムは、ハード
ディスク、フレキシブルディスク（ＦＤ）、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ＤＶＤ等のコンピュー
タで読み取り可能な記録媒体に記録され、コンピュータによって記録媒体から読み出され
ることによって実行することもできる。
【０１１９】
　以上、説明したとおり、本実施形態及び変形例によれば、分岐を有する管腔の観察完了
を容易に把握させること画像診断に有用な画像データを確実に保存することができる。
【０１２０】
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　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様
々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、
置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に
含まれると同様に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれるもので
ある。
【符号の説明】
【０１２１】
　１　超音波プローブ
　２　モニタ
　３　入力装置
　１０　装置本体
　１１　送信部
　１２　受信部
　１３　Ｂモード処理部
　１４　ドプラ処理部
　１５　画像生成部
　１６　ボリュームデータ処理部
　１６１　レンダリング処理部
　１６１ａ　仮想内視鏡画像生成部
　１６１ｂ　管腔画像生成部
　１６１ｃ　ＭＰＲ画像生成部
　１６２　画像合成部
　１７　画像メモリ
　１８　制御部
　１９　内部記憶部
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摘要(译)

实施例的医学图像诊断装置设置有管腔图像生成单元（161b），行进线
生成单元（161a），图像合成单元（162）和控制单元（18）。管腔图
像生成单元（161b）生成管腔图像，该管腔图像基于作为三维医用图像
数据的体数据，并且其中绘制了具有分支的管腔的形状。行进线生成单
元（161a）基于具有分支的内腔的形状生成多条行进线。图像合成单元
（162）生成合成图像，其中指示具有分支的管腔的虚拟内窥镜图像中的
视点的移动路径的多条行进线被叠加在管腔图像上。控制单元（18）在
预定的显示单元（2）上显示合成图像。控制单元（18）控制图像合成单
元（162），使得图像合成单元执行绘图，该绘图使得能够区分显示虚拟
内窥镜图像的行进线范围和虚拟内窥镜图像的行进线范围。没有显示。
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